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テーマ「持続可能な地域社会の実現に向けて～千葉大生と考えるSDGs～」

◇ 令和５年３月２日開催
◇ ゲストスピーカー 株式会社京葉銀行 法人営業部 地域振興グループ 係長 守 香菜子 様

２．千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクトの概要
• 千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクト（以下「プロジェクト」とする。）は、①京葉銀行による学生委員会への環境活動支援、②「エコア
クション21」取得コンサルティング、③学生発案７つの環境貢献企画で構成されている。

①京葉銀行による学生委員会への環境活動支援
• 京葉銀行は、毎年、国内外での会議・シンポジウム等への派遣費用や環境貢献企画の実施費用として学生委員会に寄付を行っている。今年
度までにこの寄付金を活用して計18か所、延べ77名の学生を派遣し、学生に国内外のシンポジウムや学会で発表する機会を提供した。

②「エコアクション21」取得コンサルティング
• 「エコアクション21」とは、環境省による環境マネジメントシステム認証のことで、ISO14001と比較すると費用面・手続き面で中小企
業でも取得しやすくなっている。

• 「エコアクション21」取得コンサルティングとは、京葉銀行の取引先企業に対して、学生が「エコアクション21」取得のためのコンサル
ティングを全５回程度行うものである。現在、エコアクション21の取得に向け、審査中の企業が1社あり、認証されればプロジェクト初と
なる。

③学生発案７つの環境貢献企画
• プロジェクトのメインで、以下７つの大きな柱にあてはまるかたちで数々の企画を行っている。

➢ 千葉大生と考えるSDGs
京葉銀行の取引先企業の経営者・後継者に対して学生が講演・コンサルティングを行うもの。

➢ こどもSDGsワールド
ゲームや工作体験など子供が馴染みやすい企画を通してSDGsについて考える機会を提供するもの。具体的には、牛乳パックを使った紙す
き・お面の作成、不要になった化粧品を絵の具として再利用する企画を実施している。

１．千葉大学と連携している背景と目的
• 2012年に産学連携協定を締結し、千葉大学と連携を進めようとしていたところ、千葉大学環境ISO学生委員会（以下「学生委員会」とす
る。）という学長直轄組織の存在を知った。当時、企業と学生が一緒にプロジェクトを行うことは全国的にあまりなかったが、社会貢献や
CSRにもつながると考え、2017年度から学生委員会と「千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクト」を開始した。

• 環境活動の促進・地方創生・学生の社会勉強の一環として、地域の活性・環境への貢献を千葉大学と共同で行っていくことで、地域の皆様
の環境意識向上に取り組むことができる、そのことがSDGs達成の一助になるのではないかと考え、現在まで活動している。



➢ 千産千消フェア
地産地消の「地」に千葉県の「千」を使い、千葉県の地元産品を千葉県内で消費することを目的として行うもの。具体的には、学生がコロ
ナ禍で売上が落ちた京葉銀行の取引先である農業法人や食品加工業者等を取材し地元産品のPRリーフレットを作成して京葉銀行の店舗で配
布する、千葉大学で毎年実施している千葉ウィンターフェスにブースを出展し、京葉銀行の取引先が地元産品を販売するといった企画を行
っている。
また、コロナ禍でアルバイトの機会が減ってしまった学生と人手不足で悩んでいる農家をマッチングしたら良いのではないかという学生の
提案をきっかけに、京葉銀行の取引先の農園に学生を派遣するといった企画も行っており、学生に農業体験の機会を提供している。

➢ Chiba SDGsアクション
環境にとって良い取組みを学生と行員が地域住民と一緒にボランティアで行うもの。具体的には、館山市沖ノ島でのアマモの再生活動、長
南町や長柄町での竹林整備を行っている。また、今年度は、竹林整備だけでなく、竹材の活用方法を学生に考えてもらうワークショップを
実施し、そこで出た「つり革」というアイディアを県内鉄道事業者に導入してもらうことで話が進んでいる。

➢ 映画祭Chiba
都市鉱山発掘プロジェクトの後継企画で、映画を題材にした環境教育を学生が行うもの。当初は中学生を対象に総合的な学習の１コマとし
て実施していたが、コロナ禍になってからは、学生がSDGsの教育に繋がる動画を作成し小中学生に配信したり、千葉市の未来の科学者育
成プログラムなどで小学生向けの講座を提供したりしている。

➢ エコ発信局
SDGs啓発や地域活性化に関する様々な情報発信を行うもの。具体的には、京葉銀行が地域活性化に取り組んでいる佐原に学生を招待し、
学生に地域を巡ってもらって佐原を紹介するリーフレットを作成し配布する企画を行っている。

➢ 京葉銀行SDGsチャレンジ
学生が提案する様々なアイディアを京葉銀行で実施するもの。具体的には、コピー用紙の削減、再利用可能なステンレスストローのデザイ
ン、行員や千葉大学の教職員から回収した古着の販売といった企画を行っている。

３．プロジェクトの成果（2017年度～2022年度）
• 今年度までの成果としては、延べ64本の企画を実施し、6,000人以上の市民の皆様にSDGsの啓発をすることができた。また、昨年度まで
はSDGsの目標14個に寄与していたが、今年度はSDGsの目標17個すべてに寄与したとの結果がでている。


